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公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
協
会（
以
下
、全
シ
協
）

は
、
初
の
取
り
組
み
と
な
る
「
シ
ル
ボ

ン
ヌ
全
国
大
会　
Ｉ
Ｎ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
０
」
を
令
和
二
年
十
一
月
二
十

五
日
午
後
、
東
京
・
コ
ン
グ
レ
ス
ク
エ

ア
日
本
橋
で
開
催
し
た
。

全
国
大
会
に
約
百
十
人
が
集
結

ラ
イ
ブ
配
信
も
実
施

　
全
国
の
千
三
百
を
超
え
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
二
十
三
万

人
超
の
女
性
会
員
が
活
躍
し
て
い
る
。

本
大
会
は
高
齢
女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍

促
進
を
目
的
に
開
催
。
運
営
は
、
令
和

二
年
五
月
一
日
に
設
置
し
た
「
シ
ル
ボ

ン
ヌ
全
国
大
会　
Ｉ
Ｎ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
０　
実
行
委
員
会
」（
以
下
、
実

行
委
員
会
）
が
担
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
中
で
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
当
初

の
予
定
よ
り
も
規
模
を
縮
小
し
、
感
染

防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
の
実
施
と
な
っ

た
が
、
会
場
に
は
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
か
ら
女
性
会
員
の
活
躍
促

進
に
取
り
組
む
役
職
員
や
女
性
会
員
な

ど
約
百
十
人
が
集
結
。
来
場
で
き
な
か

っ
た
出
席
希
望
者
に
向
け
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
っ
た
。

司会を務めた愛知県ＳＣ連合会の伊藤容子会長（写真
左）、実行委員会委員長を務めた奈良県ＳＣ協議会の宇
田秀子会長（写真右）

「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
」開
催

〜
初
の
取
り
組
み
で
女
性
の
活
躍
促
進
を
目
指
す
〜

〜
初
の
取
り
組
み
で
女
性
の
活
躍
促
進
を
目
指
す
〜

 「シルボンヌ」は「シルバー」とフランス語の「ボ
ンヌ」（お手伝い・親切・優れたの意味）を合わせ
た造語で、シルバー人材センターのイメージアッ
プと女性会員の入会促進に向けて、公益財団法人
いきいき埼玉（埼玉県ＳＣ連合）が平成30年に定
めた女性会員の愛称。「シルボンヌ」を埼玉県内だ
けでなく、全国の会員に普及・浸透させて、シル
バー人材センターのイメージ変革につなげたいと
の思いで、今回の全国大会への使用を承諾した。

「シルボンヌ」とは？
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人
で
も
多
く
の
女
性
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
た
ち
と
一

緒
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
元
気

に
輝
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
女
性
八
人
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
計
画
し
ま
し
た
」
と
開
催
の
経
緯

と
思
い
を
述
べ
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

変
化
の
波
が
起
き
て
い
る

　
続
い
て
、
来
賓
の
厚
生
労
働
省
職
業

安
定
局
高
齢
者
雇
用
対
策
課
長
の
五い

百お

旗き

頭べ

千
奈
美
氏
か
ら
、
年
齢
に
関
わ
り

な
く
活
躍
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

割
の
重
要
性
と
地
域
社
会
か
ら
向
け
ら

れ
る
期
待
は
と
て
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
し
、「
新
し
い
就
業
機
会
の
開
拓
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
の

 

〝
や
り
た
い
〟
や〝
で
き
る
〟
と
い
っ

た
思
い
に
寄
り
添
う
形
で
、
今
ま
で
以

上
に
多
様
な
就
業
機
会
を
開
拓
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

　
十
四
時
、
司
会
進
行
を
務
め
る
愛
知

県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
の
伊
藤
容
子
会
長
（
全

シ
協
理
事
）
の
宣
言
で
開
会
。
開
会
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
実
行
委
員
会
委
員
長

を
務
め
る
奈
良
県
Ｓ
Ｃ
協
議
会
の
宇
田

秀
子
会
長
（
全
シ
協
理
事
）
は
、
日
本

の
六
十
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
五
割
を
超
え
る
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
元
年
度
実
績
で

は
会
員
数
約
七
十
一
万
六
千
人
に
対
し
、

女
性
会
員
は
約
三
三
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
元
気
に
活
躍
で
き
る
、
元
気
に

活
躍
し
た
い
と
望
む
女
性
が
全
国
に
は

ま
だ
大
勢
い
る
と
考
え
て
い
る
と
語
り
、

「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
が
、
仕
事

に
も
、
仕
事
以
外
に
も
元
気
に
活
躍
し
、

生
涯
現
役
を
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
一

う
し
た
多
様
化
の
方
向
に
進
む
エ
ン
ジ

ン
の
役
割
が
、
女
性
会
員
の
シ
ル
ボ
ン

ヌ
の
皆
さ
ま
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
」

と
続
け
た
。
そ
し
て
、「
令
和
元
年
度
は

十
年
ぶ
り
に
会
員
数
が
増
え
、
そ
の
変

化
の
原
動
力
が
女
性
会
員
の
入
会
者
が

増
え
た
こ
と
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
変
化
の
波

が
起
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
シ
ル
ボ

ン
ヌ
の
皆
さ
ま
の
明
る
さ
と
パ
ワ
ー
を

結
集
し
て
い
た
だ
い
て
、
超
高
齢
社
会
、

そ
し
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
地
域
の
新
し
い
高
齢
者
就

業
の
形
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

村
木
厚
子
氏
の
基
調
講
演

〝
誰
か
の
た
め
に
〟が
支
え
に

　
基
調
講
演
は
、
講
師
に
元
厚
生
労
働

事
務
次
官
の
村
木
厚
子
氏
を
迎
え
て
行

わ
れ
た
。
現
在
は
津
田
塾
大
学
客
員
教

授
を
務
め
る
ほ
か
、
企
業
の
仕
事
や
累

犯
障
害
者
の
支
援
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
若
年
女
性
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
基
調
講
演
は
「
人
生
百
年
時
代
を
ど

う
生
き
る
か
～
女
性
の
元
気
は
社
会
の

元
気
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
働
く
こ
と
の

大
切
さ
、
困
難
に
遭
遇
し
た
際
に
学
ん

だ
こ
と
、
変
化
の
速
い
時
代
へ
の
対
応

の
仕
方
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
々
の
こ

と
な
ど
を
語
っ
た
。

　
村
木
氏
は
厚
生
労
働
省
の
官
僚
と
し

て
働
い
て
い
た
平
成
二
十
一
年
、
予
期

せ
ぬ
逮
捕
で
罪
に
問
わ
れ
て
拘
留
さ
れ
、

翌
年
に
無
罪
が
確
定
し
て
復
職
。
そ
の

後
に
事
務
次
官
を
務
め
た
。
拘
置
所
で

の
百
六
十
四
日
間
は
家
族
や
職
場
の
人
、

弁
護
士
の
支
え
が
あ
っ
て
耐
え
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
際
に
、「
〝
誰
か
の
た
め

に
〟
は
強
い
、
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

た
」
と
切
々
と
語
っ
た
。「
娘
の
た
め
に

厚生労働省職業安定局高齢者
雇用対策課長の五百旗頭千奈
美氏

基
調
講
演
を
行
っ
た
村
木
厚
子
氏
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い
ま
す
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
女
性
活
躍
の
分
野

に
は
学
童
保
育
や
介
護
施
設
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
遊
休
農
地
や

空
き
家
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
も
、
皆

さ
ま
か
ら
お
気
付
き
の
点
を
お
声
掛
け

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
活
性
化
に
と
っ
て
、
シ
ル
ボ
ン
ヌ

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
り
、
会
場
を

湧
か
せ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

女
性
会
員
の
活
躍
事
例

　
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
全
シ
協
の

金
子
順
一
会
長
、
焼
津
市
Ｓ
Ｃ
の
山
本

頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
自
分

自
身
を
支
え
る
力
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
変
化
の
速
い
現
代
を
生
き
て

い
く
に
は
〝
学
び
続
け
る
こ
と
〟
が
大

事
だ
と
語
る
な
ど
、
自
身
の
経
験
や
出

会
っ
た
人
々
の
姿
を
通
し
て
、
高
齢
世

代
の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
、
最
後

に
、「
私
は
六
十
四
歳
と
十
一
か
月
で
す
。

も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
」
と
笑
顔

で
問
い
掛
け
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
シ
ル
ボ
ン
ヌ

　
休
憩
を
挟
ん
で
再
開
し
た
第
二
部
冒

頭
で
は
、
国
会
を
終
え
て
駆
け
付
け
た

参
議
院
議
員
の
片
山
さ
つ
き
氏
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
片
山
氏
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
と
の
こ
れ
ま

で
の
関
わ
り
な
ど
を
語
り
つ
つ
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
現
在
は
困
難
な

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ

の
皆
さ
ま
の
細
や
か
な
お
心
遣
い
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
灯

を
と
も
し
続
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

朋
美
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
、
角
田
市

Ｓ
Ｃ
の
佐
藤
久
美
子
事
務
局
長
、
狛
江

市
Ｓ
Ｃ
の
池
田
あ
け
み
常
務
理
事
兼
事

務
局
長
が
登
壇
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
奈
良
県
Ｓ
Ｃ
協
議
会
の
宇
田
会
長
が

務
め
、
三
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
が
、

女
性
会
員
の
活
躍
事
例
を
紹
介
し
た
。

⃝

焼
津
市
Ｓ
Ｃ
の
活
躍
事
例

　
市
の
委
託
を
受
け
て
運
営
す
る
「
か

る
が
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
事
業
を

紹
介
。
女
性
会
員
を
含
む
多
数
の
会
員

が
ス
タ
ッ
フ
を
担
っ
て
い
る
。
年
長
者

な
ら
で
は
の
知
恵
や
特
技
を
〝
人
財
〟 

と
し
て
生
か
し
、
伝
承
遊
び
、
季
節
の

行
事
、
読
み
聞
か
せ
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、

楽
器
演
奏
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
っ
て
入
所
希
望
者
が
増
加
。
就
業
会

員
は
子
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
生

き
が
い
に
結
び
付
い
て
い
る
と
語
っ
た
。

⃝
角
田
市
Ｓ
Ｃ
の
活
躍
事
例

　
「
街
な
か
交
流
サ
ロ
ン　
ひ
だ
ま
り
」

事
業
を
紹
介
。
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
平
成
二

十
六
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
会
員
が
管

理
者
を
務
め
て
平
日
は
毎
日
開
い
て
い

る
。
会
員
の
特
技
を
生
か
し
た
着
物
リ

フ
ォ
ー
ム
や
パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
の
開

催
、
老
人
福
祉
施
設
や
行
政
、
商
店
、

企
業
と
連
携
し
て
多
様
な
取
り
組
み
を

実
施
。
管
理
者
を
含
め
て
常
時
十
五
～

二
十
人
が
集
う
サ
ロ
ン
に
な
っ
た
（
平

成
三
十
年
度
実
績
）
と
報
告
し
た
。

パネルディスカッションでは、3 センターの活躍事例を紹介。登壇したのは、写真
右から焼津市ＳＣの山本朋美常務理事兼事務局長、角田市ＳＣの佐藤久美子事務局
長、狛江市ＳＣの池田あけみ常務理事兼事務局長。写真左は全シ協の金子順一会長

参議院議員の片山さつき氏
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⃝
狛
江
市
Ｓ
Ｃ
の
活
躍
事
例

　
五
年
間
で
会
員
数
が
約
二
百
人
増
加

し
、
半
数
が
女
性
会
員
と
発
表
。
会
員

増
加
の
秘
け
つ
は
、
入
会
後
す
ぐ
に
就

業
を
提
供
し
、
地
区
を
通
じ
て
仲
間
意

識
を
高
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
誘
っ
て
共
に
楽
し
む
こ
と
。
保
育
分

野
な
ど
で
女
性
会
員
の
就
業
機
会
を
増

や
す
一
方
で
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
で

会
員
数
を
拡
大
。
会
員
を
誘
う
イ
ベ
ン

ト
は
新
春
の
集
い
、
盆
踊
り
、
多
摩
川

い
か
だ
レ
ー
ス
な
ど
多
様
で
、
職
員
も

一
緒
に
楽
し
ん
で
お
り
、「
お
金
で
は
買

え
な
い
価
値
を
セ
ン
タ
ー
に
感
じ
て
い

る
」と
話
し
た
。
女
性
会
員
か
ら
は「
セ

ン
タ
ー
は
楽
し
い
」「
感
謝
し
て
い
る
」

「
も
っ
と
早
く
入
会
す
れ
ば
良
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
て
い
る
と
紹
介
し

て
、「
一
緒
に
楽
し
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　
質
疑
応
答
の
後
、
全
シ
協
の
金
子
会

長
が
女
性
会
員
活
躍
事
例
の
感
想
と
今

後
の
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
の
仕
方
と

し
て
、「
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
仕
事
を

行
い
、
地
元
の
自
治
体
と
程
よ
い
距
離

感
で
連
携
し
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　
奈
良
県
Ｓ
Ｃ
協
議
会
の
宇
田
会
長
は

「
事
例
発
表
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
も
元

気
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
性
が
元
気
だ
と
男
性
も
元
気
に
な
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
女
性
の
持
つ
細
や
か

な
気
遣
い
や
心
遣
い
を
地
域
で
発
揮
し
、

ま
た
セ
ン
タ
ー
事
業
に
こ
れ
か
ら
も
生

か
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

女
性
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
女
性
会
員
の
さ
ら
な

る
拡
大
に
向
け
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
輝

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ

て
第
二
部
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
最
後
に
、
実
行
委
員
会
の
八
人
が
登

壇
し
て
「
大
会
ア
ピ
ー
ル
」（
十
ペ
ー
ジ

参
照
）
を
読
み
上
げ
、
拍
手
で
採
択
。

閉
会
の
言
葉
を
受
け
て
、
会
場
に
は
拍

手
が
長
く
続
き
、
初
の
大
会
は
熱
気
に

包
ま
れ
る
う
ち
に
終
了
し
た
。

（
増
山
美
智
子
）

サブ会場では全国の女性会員が独自事業として製作・
販売している小物や農産物、就業やサークル活動など
で生き生きと活躍する姿を映像やパネルで紹介

T O P
I C S

～シルボンヌ全国大会実行委員会で決定！～

◆女性活躍促進に向けた「シンボルマーク」
「全国のシルバー人材センターの女性会員は、
仕事にボランティアやサークル活動にと元気に
活躍しています。会員でない方も、会員になっ
て、自分色の花を咲かせていただきたいという
思いを込めて、女性と花が同化したシンボル
マークを作成しました。全国のシルバー人材センターでは、このシン
ボルマークを掲げ、女性が生涯活躍できる社会を目指します」。

◆女性活躍促進に向けた「キャッチフレーズ」
「ありがとうは魔法の言葉」
「全国のシルバー人材センターでは、女性活躍促進に向けたキャッチ
フレーズとして『ありがとうは魔法の言葉』を掲げて、会員、利用者
をはじめ、すべての皆さんから『ありがとう』と言っていただけるシ
ルバー人材センターを目指します」。

★シルボンヌ全国大会の模様は全シ協ホームページで配信中！
　http://www.zsjc.or.jp/
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2020年11月25日
シルボンヌ全国大会実行委員会

﹁
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会　
Ｉ
Ｎ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ　
２
０
２
０　
実
行
委
員
会
﹂
の
メ
ン

バ
ー
︒
写
真
左
か
ら
︑
愛
知
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会

の
伊
藤
容
子
会
長
︵
全
シ
協
理
事
︶︑大
木
町

Ｓ
Ｃ
の
猿
渡
知
子
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
︑

山
口
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
の
浜
田
美
智
子
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
︑
奈
良
県
Ｓ
Ｃ
協
議
会
の
宇

田
秀
子
会
長
︵
全
シ
協
理
事
︶︑焼
津
市
Ｓ
Ｃ

の
山
本
朋
美
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
︑
狛
江

市
Ｓ
Ｃ
の
池
田
あ
け
み
常
務
理
事
兼
事
務
局

長
︑
山
武
市
Ｓ
Ｃ
の
津
久
井
知
世
常
務
理
事

兼
事
務
局
長
︑
喜
多
方
市
Ｓ
Ｃ
の
藤
本
容
子

理
事
長
︵
全
シ
協
理
事
︶

　人生100年時代といわれる今、長くなった生涯をいかに生き生きと過ごすことができるか
が誰にとっても大変重要なこととなっています。
　シルバー人材センターは、「自主・自立、共働・共助」の理念の下、高齢者が就業という
形で地域社会に貢献し続けていくことで、健康寿命を延ばし、もって次世代を支え、地域
の活性化にも資することができるという事業であり、超高齢社会にあって、今まさにその
真価が問われる時代となってきています。
　シルボンヌ全国大会は、シルバー人材センターの会員100万人達成計画の実現に向けて、
女性会員を拡大するため、より多くの皆さんに女性会員の活動を知っていただくことを目
的として初めて開催いたしました。
　あいにく新型コロナウィルスの感染予防対策を講じての開催となりましたが、オンライ
ンでの配信を行うなど広く皆さんにご参加いただけるよう工夫をいたしました。
　「ありがとうは魔法の言葉」というキャッチフレーズのとおり、会員、職員、利用者は
じめすべての皆さんから感謝をしていただけるシルバー人材センターを目指して、力を合
わせ、心を合わせて大会アピールを宣言いたします。

シルボンヌ全国大会 IN TOKYO 2020 大会アピール

1

2

3

4

超高齢社会において、一人一人が「居場所」と「役割」を持ち、生涯幸福感を持ち続ける
ことができるために、シルバー人材センターをより多くの皆さんに知っていただけるよう
普及啓発に努めます。

高齢者の助け合い、子育て支援、空き家管理など地域課題や人手不足分野での就業を積極
的に進め、地域社会への貢献を目指します。

多様化する女性の生涯の中で「就業」という選択肢があることをより多くの女性が認識し、
行動できるよう、女性のエンパワーメント（能力開花）につながる事業を推進し、女性会
員を増やします。

会員100万人達成計画の実現に向けて、女性会員拡大を目標とした「シルボンヌ全国大会」
を継続的に実施するとともに、女性役職員のネットワークを構築するための「シルバー人
材センター全国女性代表者会議」と連携して開催することを強く要望します。


